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華東師範大学
奈良教育大学

奈良教育大学

公州大学校

大学の取り組み

広がる
海外連携協定校！
新たに2大学と締結

教
員
免
許
状
更
新
講
習
前
半
を
終
え
て

特
任
講
師
（
教
員
免
許
状
更
新
講
習
担
当
） 

西
川　

雅
信

中
国
・
上
海
市
に
あ
る
国
立
大

学
。
大
夏
大
学
と
光
華
大
学
を
主
な

母
体
と
し
て
、１
９
５
１
年
に
設
立

さ
れ
た
。

名
称
に
「
師
範
大
学
」
と
あ
る

が
、
総
合
大
学
で
あ
り
、
人
文
学
院

や
理
工
学
院
、芸
術
学
院
な
ど
18
の

学
院
が
あ
る
。
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
約
２
３
、０
０
０
名
の
学
生
が

学
ん
で
お
り
、長
期
留
学
生
数
は
約

２
、４
０
０
名
で
、
そ
の
う
ち
日
本

人
留
学
生
は
３
３
４
名
で
あ
る
。
世

界
各
国
に
１
２
０
校
も
の
海
外
協

定
校
が
あ
り
、そ
の
う
ち
日
本
の
協

定
校
は
、東
京
学
芸
大
学
や
神
戸
大

学
、早
稲
田
大
学
な
ど
32
校
あ
る
。

Zhongshan

（
中
山
）
キ
ャ
ン
パ

ス
は
、上
海
の
中
心
街
か
ら
車
で
30

分
程
度
と
、便
利
な
場
所
に
位
置
し

て
い
る
。
そ
こ
か
ら
南
西
に
車
で

40
分
ほ
ど
離
れ
た
場
所
に
、新
キ
ャ

ン
パ
ス
で
あ
るM

inhang

（
閔
行
）

キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
。

韓
国
・
忠
清
南
道
公
州
市
に
あ

る
国
立
大
学
。
２
年
制
の
道
立
師

範
大
学
と
し
て
１
９
４
８
年
に
設

立
さ
れ
、１
９
９
１
年
に
総
合
大
学

と
し
て
国
立
公
州
大
学
校
に
な
っ

た
。
師
範
大
学
や
工
科
大
学
な
ど
、

６
つ
の
単
科
大
学
と
７
つ
の
大
学

院
を
備
え
る
。
中
で
も
師
範
大
学

は
22
の
学
科
を
持
ち
、
入
学
定
員

５
６
７
人
と
韓
国
の
師
範
大
学
で

最
大
規
模
を
誇
り
、
全
国
師
範
大

学
評
価
で
最
優
秀
評
価
を
獲
得
し

て
い
る
。

公
州
大
学
で
３
年
間
修
学
後
、

ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
１
年
間
留
学

す
る「
３
＋
１
制
度
」を
導
入
す
る

な
ど
、
国
際
化
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。

新
官
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ほ
か
に

３
ヶ
所
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
、
約

２
万
名
の
学
生
が
学
ん
で
い
る
。

海
外
15
ヶ
国
43
の
大
学
・
研
究
機

関
と
交
流
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

日
本
で
は
東
京
学
芸
大
学
や
山
口

大
学
、鹿
児
島
大
学
な
ど
、７
校
が

協
定
を
結
ん
で
い
る
。

奈良教育大学では、9つの海外大学と交流協定を締結していましたが、今回
新たにアジアの2大学と連携し、併せて11大学と交流を深めることとなり
ました。新たに協定を締結した華東師範大学（中国）と公州大学校（韓国）
を紹介します。

教師教育技能訓練実験研究センター

師範大学

調印後の握手

調印後の握手

華東師範大学
EAST CHINA NORMAL UNIVERSITY

中国

公州大学校
KONGJU NATIONAL UNIVERSITY

韓国

Ⅰ 

更
新
講
習
ま
っ
た
だ
な
か

１ 

必
修
領
域

第
一
回
必
修
領
域
の
更
新
講
習
は
、６
月
27
・

28
日
の
二
日
間
、そ
し
て
学
校
等
が
夏
期
休
業
期

間
に
入
っ
た
８
月
６･

７
日
に
は
第
二
回
、
８
月

22
・
23
日
に
は
第
三
回
の
講
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
回
12
時
間
の
講
習
で
す
。
必
修
領
域
講
習

は
、幼
稚
園
か
ら
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・

特
別
支
援
学
校
ま
で
の
幅
広
い
受
講
者
を
対
象

に
し
て
お
り
、
時
代
や
社
会
の
変
化
、
子
ど
も
の

変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
最
新
の
教
育

知
識
や
技
術
を
修
得
す
る
と
と
も
に
、今
ま
で
の

教
員
生
活
を
振
り
返
り
、こ
れ
か
ら
の
自
身
の
方

向
を
考
え
る
絶
好
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。第
一
回
受
講
者
は
３
４
２
名
、

第
二
回
は
１
９
８
名
、第
三
回
は
95
名
で
し
た
。

梅
雨
明
け
の
遅
か
っ
た
今
夏
に
あ
っ
て
三
回
と

も
天
候
に
恵
ま
れ
、受
講
者
は
受
付
開
始
30
分
前

か
ら
会
場
に
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
表
情
が

硬
か
っ
た
の
は
、更
新
講
習
の
趣
旨
と
制
度
の
持

つ
意
味
の
せ
い
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
９
時
か
ら

16
時
ま
で
の
講
習
は
、講
師
の
言
葉
を
一
言
も
聞

き
逃
さ
な
い
よ
う
に
と
私
語
一
つ
な
く
、ペ
ン
や

マ
ー
カ
ー
を
走
ら
せ
て
メ
モ
を
と
る
音
だ
け
が
響

い
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
講
習
の
ま
と
め
と
し

て
実
施
さ
れ
た
修
了
認
定
試
験
は
、得
点
率
60
％

が
修
了
認
定
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
受
講
者
が
一
問
一

問
真
剣
に
解
答
し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

２ 

選
択
領
域

選
択
領
域
講
習
は
、協
力
大
学
等
の
講
座
も
含

め
、延
べ
49
講
座
が
８
月
上
旬
と
下
旬
に
分
か
れ

て
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
習
は
、
先
生
方
個

人
の
指
導
力
向
上
を
目
指
し
て
、校
種
や
教
科
の

特
性
を
活
か
し
た
内
容
や
、直
接
関
わ
っ
て
い
る

教
育
現
場
で
の
諸
課
題
、興
味
関
心
の
強
い
と
思

わ
れ
る
内
容
等
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
奈
良
の
地
の
特
性
を
活
か
し
た
「
地

域
の
伝
統
文
化
と
文
化
財
を
活
か
す
教
育
」「
奈

良
の
森
と
水
と
動
物
」
や
、
教
育
現
場
の
電
子

化
に
よ
る
「
教
員
の
I
C
T
活
用
指
導
力
」、
現

場
で
の
児
童
生
徒
へ
の
き
め
細
か
な
指
導
や
支

援
を
目
指
す
「
学
習
活
動
に
活
か
す
心
理
学
」

「
特
別
支
援
教
育
の
当
面
す
る
課
題
Ⅰ
・
Ⅱ
」
等

は
、
現
場
で
の
必
要
度
や
関
心
度
も
高
く
、
受

講
者
は
熱
心
に
講
義
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
中
に
は
、
講
習
の
後
直
接
講
師
に
質
問
や

相
談
を
し
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

Ⅱ 

前
半
を
終
え
て

講
習
日
最
後
に
行
わ
れ
た
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

を
見
る
と
、「
役
に
立
つ
講
義
で
あ
っ
た
」「
教
育

実
践
の
参
考
に
し
ま
す
」等
個
別
に
感
想
が
書
い

て
あ
る
も
の
も
あ
り
、相
対
的
に
良
好
な
評
価
で

し
た
。

し
か
し
、わ
ず
か
な
が
ら
も
講
習
に
対
し
て
批

判
的
な
ご
意
見
や
ご
指
摘
も
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
講
習
内
容
が
現
場
の
先
生
方
の
ニ
ー
ズ
に
合

致
し
な
か
っ
た
り
、内
容
が
高
度
に
な
り
過
ぎ
て

受
講
者
が
理
解
し
に
く
か
っ
た
講
習
等
に
つ
い
て

は
、そ
の
都
度
改
善
を
図
る
よ
う
適
切
に
努
力
を

し
て
い
ま
す
。

後
半
の
免
許
状
更
新
講
習
も
現
場
の
先
生
方

の
教
育
力
向
上
に
役
立
ち
、「
積
極
的
に
参
加
し

よ
う
」「
受
け
て
良
か
っ
た
」「
参
考
に
な
っ
た
」と

喜
ば
れ
る
よ
う
な
講
習
に
な
る
よ
う
、工
夫
改
善

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
７
月
と
８
月
に
、華
東
師
範
大
学
と
公

州
大
学
校
の
双
方
と
国
際
交
流
協
定
を
締
結

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、本
学
の
国
際
交
流
協
定

大
学
は
、８
カ
国
11
大
学
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
１
９
８
６
年
の
ロ
ッ
ク
・
ヘ
イ
ブ
ン

大
学
か
ら
は
じ
ま
り
、
23
年
間
の
交
流
を
眺

め
て
み
ま
す
と
、１
９
９
９
年
ま
で
の
ア
メ
リ

カ
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
た
国
際
交
流
に

加
え
、こ
の
10
年
間
で
、ア
ジ
ア
を
中
心
と
し

た
国
際
交
流
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
と
い
え

ま
す
。

本
学
は
、中
期
目
標
に
お
い
て「
ア
ジ
ア
を

広
域
的
な
地
域
の
一
つ
と
し
て
視
野
に
入
れ
、

教
育
研
究
上
の
国
際
交
流
を
広
く
推
進
す

る
。」
こ
と
を
重
点
取
り
組
み
と
し
て
掲
げ
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
多
数
の
世
界
遺
産
を
有
す

る
な
ど
、特
色
あ
る
奈
良
の
自
然
・
地
域
文
化

に
根
ざ
し
た「
歴
史
と
文
化
」「
環
境
と
自
然
」

「
人
間
と
教
育
」
を
重
視
し
た
個
性
あ
る
教
育

研
究
、学
際
的
研
究
を
推
進
す
る
。」「
教
育
実

践
に
お
け
る
応
用
な
い
し
再
構
成
が
可
能
な

専
門
的
知
見
を
提
供
し
得
る
、
高
度
な
質
の

教
育
研
究
を
促
進
し
、
実
践
的
指
導
力
を
備

え
た
有
能
な
教
育
者
を
養
成
す
る
。」
の
２
つ

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
国
際
交
流
協
定
の
23
年

間
の
歩
み
の
中
に
も
、こ
の
こ
と
を
明
確
に
読

み
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
、教
員
養

成
を
主
目
的
と
す
る
教
育
大
学
と
の
交
流
が

深
ま
っ
て
き
た
こ
と
、ア
ジ
ア
の
大
学
と
の
協

定
が
増
え
て
き
た
こ
と
、西
安
や
公
州
の
よ
う

に
奈
良
と
深
い
歴
史
的
関
係
の
あ
る
地
と
の

間
で
の
地
域
文
化
に
根
ざ
し
た
協
定
が
結
ば

れ
た
こ
と
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
向
性
の
中
で
、現
在
、台
湾
、

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
な
ど
、４
つ
の
大
学
と
の
協
議

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
協
定
校
と
の
教
育
・

研
究
の
交
流
を
、交
換
留
学
生
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
の
様
々
な
企
画
を
通
じ
て
、ま
す
ま
す

盛
ん
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
学
の
国
際
交
流
協
定
の

　
　
　
　
　
　
　

現
状
と
展
望

副
学
長
（
国
際
交
流
・
地
域
連
携
担
当
） 

加
藤　

久
雄

アメリカ

アメリカ

1986年7月

1993年4月

1996年7月

1999年3月

1999年2月

2004年3月

2005年6月

2009年7月

2009年8月

2005年12月

2003年12月

ロック・ヘイブン大学

ドイツ

セントラルミシガン大学

ハイデルベルク大学

韓国

韓国

ラジャパット地域総合大学（RU40）

リヨン第3大学

ルーマニアブカレスト大学

タイ

華東師範大学

フランス

嶺南大学

中国

中国

西安外国語大学

インドネシア教育大学 インドネシア

公州大学校


